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市税　90億4,892万円（30.7%）
　市民の皆さんから納めて
　いただく税金

各種交付金など　24億3,712万円（8.2%）
　使い方が定められていない
　国からの交付金など

市債　3億110万円（1.0%）
　市の施設などの建設や改良
　のために借りるお金

府支出金　26億1,875万円（8.９%）
　使い方が定められている
　府からの負担金・補助金

繰入金　8億1,621万円（2.8%）
　積み立てた基金（貯金）を
　取り崩すお金

その他　7億6,210万円（2.6%）
　寄附金や財産売払収入など

使用料・手数料など　4億5,723万円（1.6%）
　保育料や施設利用料など、負担いただく収入

国庫支出金　71億4,700万円（24.3%）
　使い方が定められている国からの
　負担金・補助金

地方交付税　58億4,458万円（19.9%）
　使い方が定められていない
　国からの交付金

投資的経費　6億1,610万円（2.1%）
　道路、庁舎など市の施設の
　建設や改良にかかるお金

自主財源
37.7％依存財源

62.3％

扶助費　97億5,322万円（33.2%）
　保育、医療費助成、生活保護など
　福祉に使うお金

公債費　16億3,240万円（5.5%）
　市債（借金）の元金・利子の
　返済にかかるお金

人件費　58億3,176万円（19.8%）
　市職員の給料や議員報酬など

維持補修費　1億2,734万円（0.4%）
　道路、市の施設を維持する
　ためのお金

物件費　37億1,663万円（12.6%）
　光熱水費、消耗品費、
　業務委託料など

繰出金　31億4,446万円（10.7%）
　国民健康保険や介護保険
　など他会計への繰出金

補助費等　42億8,192万円（14.6%）
　負担金、補助金など

その他　3億2,917万円（1.1%）
　積立金、貸付金及び予備費

義務的経費
58.5％

民生費 総務費 教育費 衛生費 公債費

125億2,809万円
（42.6％）

76億9,864万円
（26.2％）

25億6,875万円
（8.7％）

21億5,053万円
（7.3％）

16億3,240万円
（5.5％）

生活保護、子育て支援、
高齢者、障害者福祉
など

市役所運営、防犯や災
害対策、租税に関する
ものなど

幼稚園・小中学校教育、
生涯学習、スポーツ
振興など

健康推進や病気の予防、
ごみ処理など

市債（借金）の元金・利子
の返済

土木費 消防費 農林水産業費
商工費

議会費 諸支出金
予備費

10億5,474万円
（3.6％）

10億299万円
（3.4％）

2億6,329万円
（0.9％）

2億502万円
（0.7％）

3億2,857万円
（1.1％）

道路や公園の整備、
交通安全対策など

消防組合や消防団の
活動など

農業や商工業の振興
など

市議会の運営 預金利子などの積立
など

※金額はそれぞれの項目で四捨五入しているため、集計が合わないところがあります。
※予算書などの資料は、市役所１階情報交流ひろば「ふらっと」、市ホームページで閲覧できます。

一般会計
294億3,300万円

（前年度比 ＋1.1％）
  
福祉・医療・教育・道路など、市が行

う基本的な事業に関する会計です。

特別会計
160億4,815万円

（前年度比 ＋3.2％）

特定の事業を特定の収入によって行う
ため、一般会計から独立させた会計です。

【国民健康保険】  68億8,897万円
【後期高齢者医療】  15億7,056万円
【介護保険】  75億8,862万円

企業会計
45億2,796万円
（前年度比 +7.4％）

民間企業と同じように、事業で収益を
あげて運営している会計です。
※企業会計の予算は支出額を記載

【公共下水道事業】  45億2,796万円

一般会計 当初予算の概要

 歳入の柱となる市税は、個人市民税の
増などにより対前年度比３.7％増の90億
4,892万円を計上しています。
そのほか、使途を指定されて交付され

る国庫支出金は、対前年度比で１３．８%
増の７１億4,700 万円、府支出金は、対
前年度比で8.4%増の２６億1,875 万円
を計上しています。これらの増加は、物
価高騰対策事業や学校給食費の負担軽
減事業に充てるための交付金等の収入
を見込んでのものです。
歳入のうち、市が自主的に徴収できる
財源である自主財源は全体の３７．７%、国
や府の決定により交付される財源である
依存財源は６２．３%を占めており、国や府
などに依存した財政構造となっています。

義務的経費（歳出のうち、法令などで
支出が義務付けられ任意に削減できな
い経費）が歳出総額の 58.5％を占めて
います。中でも、扶助費は生活保護扶
助費や教育・保育給付費などの増額、
人件費は人事院勧告による職員人件費
の増額により、それぞれ増加しています。
義務的経費以外については、補助費
等が前年度と比較して大きく増加してい
ます。これは、物価高騰対策として実施
する、みんなのくらし応援給付金事業や
水道基本料金の減免にかかる支出及び、
学校給食費の負担軽減にかかる負担金
等を計上しているためです。

【歳入 294億3,300万円】【歳入 294億3,300万円】

【歳出 294億3,300万円】【歳出 294億3,300万円】

市税　90億4,892万円（30.7%）
　市民の皆さんから納めて
　いただく税金

各種交付金など　24億3,712万円（8.2%）
　使い方が定められていない
　国からの交付金など

市債　3億110万円（1.0%）
　市の施設などの建設や改良
　のために借りるお金

府支出金　26億1,875万円（8.９%）
　使い方が定められている
　府からの負担金・補助金

繰入金　8億1,621万円（2.8%）
　積み立てた基金（貯金）を
　取り崩すお金

その他　7億6,210万円（2.6%）
　寄附金や財産売払収入など

使用料・手数料など　4億5,723万円（1.6%）
　保育料や施設利用料など、負担いただく収入

国庫支出金　71億4,700万円（24.3%）
　使い方が定められている国からの
　負担金・補助金

地方交付税　58億4,458万円（19.9%）
　使い方が定められていない
　国からの交付金

投資的経費　6億1,610万円（2.1%）
　道路、庁舎など市の施設の
　建設や改良にかかるお金

自主財源
37.7％依存財源

62.3％

扶助費　97億5,322万円（33.2%）
　保育、医療費助成、生活保護など
　福祉に使うお金

公債費　16億3,240万円（5.5%）
　市債（借金）の元金・利子の
　返済にかかるお金

人件費　58億3,176万円（19.8%）
　市職員の給料や議員報酬など

維持補修費　1億2,734万円（0.4%）
　道路、市の施設を維持する
　ためのお金

物件費　37億1,663万円（12.6%）
　光熱水費、消耗品費、
　業務委託料など

繰出金　31億4,446万円（10.7%）
　国民健康保険や介護保険
　など他会計への繰出金

補助費等　42億8,192万円（14.6%）
　負担金、補助金など

その他　3億2,917万円（1.1%）
　積立金、貸付金及び予備費

義務的経費
58.5％

歳出を行政目的に着目した「目的別」で見ると…歳出を行政目的に着目した「目的別」で見ると…

予算総額　500億911万円（前年度比 +2.3％）

令和8年度当初予算の 令和8年度当初予算の 概要概要
予算とは１年間の収入と支出の見積りです。使い道や収入源の違いから、一般会計・

特別会計・企業会計の３種類で構成されています。この予算は３月定例市議会で議決さ
れた後に成立するものです。

問合先　行財政管理課財政担当（5階�番窓口）　☎939・1014


